NEJM勉強会2001　 第１回　 01/01/10　 実施　 Bプリント　 担当：東邦　康智

Case 17-2000:A 21-Week-Old Girl with Fever and a Renal Mass  342;(23);1733-1740

----------------------------------------------発熱及び腎腫瘤が認められる２１週女児--------------------------------------------------

【Problem List】

#1  発熱
#2  被刺激性の亢進 

　・間欠的な経過を辿っている。（アセトアミノフェンを投与している。）

　・アンピシリンとゲンタマイシンの経静脈投与に反応

#3  白血球数の増加

　・好中球数の増加

　・band formの増加

#4  尿検査上の異常

・pyuria（膿尿）

  ・bacteriuria（細菌尿）

  ・oligouria（乏尿）

  ・proteinuria（蛋白尿）

　・尿培養にてE.coliが検出

#5  腎腫瘤

<エコー>

　・高エコー、内部不均一、偽膜に覆われている可能性あり

　・石灰化なし、無エコー領域なし、腎外伸展なし、病変以外の領域は正常、水腎症は認められない、

　<CT>

　・造影効果なし

　・周囲の腎実質よりも低濃度、境界がやや不明瞭

・水濃度や脂肪濃度を示す領域なし、結石なし

#6  ALT値の上昇

　・肝障害の合併？

#7  貧血

　・MCVは正常範囲

　・消耗性の貧血か？腎機能の障害によるものか？

#8  収縮期雑音

　・Levine Ⅰ度

　・軽度のVSDか？







